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※研究概要（Summary ）： 

樹脂表面にスタンパにより転写したモスアイ構造

パターンを作り、その表面にスパッタで膜厚及びス

パッタ条件を変え金属膜を堆積させて反射率の違い

を調べ、最適化を行う。 

 

 

 

※実験（Experimental）： 

モスアイ構造については自社で製作した。モスア

イ構造が形成された基板を東北大学に持ち込んで、

金属膜をスパッタリングにより成膜した。膜厚を変

えてどのように反射率が変化するか確認した。 

 

使用した装置  

 芝浦メカトロニクス製スパッタ装置 

 

 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

図に示すとおり、金属膜の膜厚が 60nm 程度の場

合において、スタンパに近い反射率が得られる事が

分かった。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

なし 

 

ｽﾀﾝﾊﾟと成膜品の反射率比較
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